
別紙様式1

国立大学法人山形大学
学長選考会議議長 殿

学長候補適任者推薦書 ［じ庫独推薦
連名推薦 ］ 

之�Il年¢ 月 If 日

推薦（代表）者氏名＼、吋 1⑰Jネ猛

私は，本人の承諾を得て，下記の者を国立大学法人山形大学学長候補適任者として，関係書類
を添えて推薦します。

記

入虎々子ぅへ

（注） 1. 推薦方式について，本書類名称の右側にある「O 単独推薦」又は「0 連名推薦」の何れかにチェッ

クを入れること。

2. 連名で推薦する場合は，推薦代表者が本書類を作成すること。

3. 用紙は， 日本工業規格A4判・縦型とすること。
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推薦者名簿

学長候補適任者氏名）\_}靡�4J、

・久、

職名

2 噌1『麟了悦［這炉主祖旬麻玲、

3 訂翫鱈尻（這訂主担当）叙長

推薦者氏名

4 掌釘研呪院（エ炉舒主坦｀当）准考姐号哨予田璧町

5 信仰庁万賛克院（崎奇詞音）款授オ］戸 剛
6 汀外:1互 靡｝兄に羹疇翌）存孜良暮田力塁
7 信汀〗い鸞［鸞(:ご喜［［四青）『疇久凸止叶太罰

8 集謬信叫噂!�it戸） :, 化気 1遁克 c 、〗
， 誓元印喜er�謬戸羞］醗鱈 魯尺詞

10 澤 'rri 飩闊吃［い鱈1 主且苔） い覆 ／、ケ

11 釦訂屈克院（違各主祖告 衷 と勺 栢
‘

12 仰1研究覧（噂評主担当） 教辰位野逮、も
13 学餌謬院（這郡主担当） 移盈疫 條 山 直央
14 j.__尺ヤ、ャン／＼ク打鱈幻虞ゑ鱈釘 広�3- 闊
15 I摩1訂砕祝院（び翠邸氾性ぢ） 考叉守塁 闊仔／麿今士

（注） 1. 単独での推薦の場合は， 本名簿の作成は不要とする。

2. 「所属等」 「職名」及び「推薦者氏名」欄は， 全て自署によるものとし， 名簿の先頭Nol(代表）には推

薦代表者が記入すること。

3. 役員は「職名」と「推薦者氏名」欄のみ記入し， 経営協議会委員は「所属等」には「経営協議会」， 「職

名」欄には「委員」と記入すること。 また部局長は「職名」欄に当該部局長名を記入すること。

4. 教員にあっては， 「所属等」欄については所属と主担当教員として配置された教育研究組織等を記入す

ること。 【例：学術研究院（人文社会科学部主担当）】

5. 用紙は， 日本工業規格A4判・縦型とすること。
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学長候補適任者氏名

推薦理由書

大 場 好 弘

新時代の山形大学を導くことのできる 真のリ ー ダーは、 大場好弘理

事・副学長に他ならない。 「何故、 大場好弘理事 ・ 副学長が強いリ ー ダ

ー シップを発揮し続けられるのか？」それは山形大学の発展を通じて

学生・教職員 ・ 社会、多くの人々を幸せにしていきたいとの大志があり、

情熱 ・ 行動カ ・ 対話カ ・ 決断カ ・ スピ ー ド ・ 誠実さ ・ 歴史観を備えたリ

ー ダー だからである。

今、 地方と日本を取り巻く環境は厳しさを増している。地方大学が生

き残り、地域・世界に貢献していくには、不断の改革により特色を強化・

発信することが必須である。出身大学や学部持ち回りでなく、大学全体

を考え改革を実行できるか否かを基準とし、真のリ ー ダーが選定される

ことが求められる。以上の観点から、大場好弘理事・副学長が最適任で

あることを、選考基準の項目ごとに、実績をもとに理由を説明いたしま

す。

(1)信頼・人格・学識・国際視野・強いリ ー ダー シップ

有機合成化学の優れた学識があり、また 「 あかるい山形MVP(企業人の投

票で選出）」や 「山形県科学技術賞」を受賞している通り、 学外や地域

からも評価と信頼を得ている。初代ベストティ ー チャ ー賞を受賞し、学

生からの信頼もある。国際的な視野から山形大学の特色と強みを考え、

約10年で世界をリ ー ドできる国際的研究教育拠点形成を指揮し達成し

てきた実績がある。



(2)社会的な期待要請の把握 ・ 将来ビジョン ・ 実行カ

産業界の要請にこたえる為に「基礎研究をもとに、社会実装 ・ 事業化ま

でのイノベー ションを産学共同で推進し、オ ー プンイノベーション ・ エ

コシステムのハブとなる」ビジョンを理事 ・ 副学長として組織改革 ・ 人

事改革を行い実行し実現してきた。文部科学省からも山形大学の改革推

進の旗手として高い評価を得ており、 更に大学全体に広げていくこと

を期待されている。

(3)社会の変化 ・ 地域ニ ー ズ ・ 大学個性の伸長 ・ 大学改革

文部科学省の地方創生のcoc• coc+プログラムの推進、 日本初の化学繊

維産業を生んだ山形大学の伝統を受け継ぎ、 米沢市「学園都市」構想や

飯豊電池バレ ー構想の中核となるイノベ ーションを地域とともに先導

してきた。 近年は、 学生 ・ 地域人材のアントレプレナ ー育成を推進し、

米沢地域のイノベーションを山形県全体へ波及させている。

(4)大学資源の最大限活用 ・ 戦略的マネジメント ・ 情報発信

国の重要施策の一 つであるCOIプログラムでは、 研究リ ー ダー として

若手支援 ・ ダイバーシティ ・ 男女共同参画 ・ 医工連携 ・ 農工連携 ・ 人文

社会科学の活用を進め、 地方創生に貢献してきている。 また、 山形大学

のグロ ーバルネットワ ー クを地域企業の国際ビジネス商談へ活用し、

新聞等のメディアヘ積極的に情報発信している。

以上より、 山形大学の命運を託すリ ー ダー として、 大志 ・ 実行カ ・ 実績

を備え、器量の大きな大場好弘理事 ・ 副学長を最適な候補者として強く

推薦いたします。

(1 1 9 0文字）
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同 意 書

私は，国立大学法人山形大学学長選考等規定大5条第4項に規定する学長候補者として推薦さ
れることに同意します。

日 付 ..2..0/9 年 6 月 /.2 日

氏名（自署））(__j易カテタム

（注）用紙は， 日本工業規格A4番・縦型とすること。



別紙様式5

学長候補補適任者の経歴・業績書

（ふりがな） おおば よしひろ

氏 名 大 場 好 弘

生年月日 昭和 28 年 7 月 3 日 (65歳）

現 住 所 山形県

最終学歴 東北大学 大学院理学研究科 博士後期課程修了 理学博士

経歴及び業績

年 月 日

経 歴

昭和57年4月1 日

昭和61年10月1日

平成12年4月1 日

平成13年9月1 日

平成18年4月1 日

平成19年4月1 日

平成19年9月1 日

平成23年4月1日

平成25年4月 1 日

平成26年4月1日

平成26年4月1 日

平成26年4月1 日

平成29年4月1日

平成31年1月 1 日

主要公職歴

平成19年9月1 日

平成19年9月1 日

平成19年11月1日

平成20年9月1 日

平成21年6月 1 日

平成22年6月7 日

平成22年11月5日

平成27年2月9 日

事 項

山口大学理学部 助手 ～至昭和61年9月30日

山形大学工学部 助手 ～至平成元年5月31日 助教授 ～至平成12年

3月31日（平成2年4月1日米国オレゴン小卜I立大学 博士研究員傭［任）～至

平成3年9月30日）を経て

山形大学教授工学部 ～至平成19年3月31日

評議員傭足務） ～至平成16年3月31日

工学部 物質化学工学 科 長 （兼務） ～至平成19年8月31日

大学院理工学研究科 教授 ～至平成26年3月31日

工学部長・大学院理工学研究科長（兼務） ～至平成23年8月31日

有機エレクトロニクス研究センター 長債務） ～至平成26年3月31日

有機エレクトnニクスイ）へ
，，

ーションセンター 長（兼務） ～至平成26年3月31日

理事・副学長 ～至現在

東北創生研究所長（兼務） ～至平成31年3月31日

知的財産本部長（兼務） ～至現在

産学官連携推進本部長（兼務） ～至現在

オー プンイノベー ション推進本部長（兼務） ～至現在

財団法人山形大学産業研究所 理事長 ～至平成23年8月30日

山形県科学技術会議委員 ～至平成23年8月31日

国立大学工学系部長会議工学部離れ対策ワ ー キンググルー プ委員

～至平成20年8月31日

国立大学工学系部長会議末来を創る工学ワ ー キンググルー プ委員（副委

員長、 委員長） ～至平成23年8月31日

文部科学省 大学における実践的な技術者教育のあり方に関する協力

者 会議委員 ～至平成23年3月30日

米沢市総合計画審議会会長 ～至平成23年3月31日

文部科学省 先導的大学改革推進委託事業 技術者教育に関する分野別

の到達目標の設定に関する調査研究委員 ～至平成24年3月31日

文部科学省 卓越研究員制度検討員会 委員 ～至平成27年3月27日



研究業績

受賞歴
平成17年3月
平成18年3月
平成24年4月

平成25年1月
平成25年1月
平成28年9月
経営 業績

1. 全般

専門 ：有機合成化学 分子認識化学
主要業績：分子認識の環状化合物チアカリクサレン世界初の合成成功
論文（査読付）： 92報 特許： 16件（内登録12件）著書等 ： 4編

山形大学工学部 物質科学工学科 ベストティ ーチャ ー賞 個人
山形大学工学部 ベストティ ーチャ ー 賞 個人
平成24年度文部科学大臣賞 科学技術賞（ 理解増進部門）
（大場好弘 、野口博、三浦房紀、両角光男で共同受賞）
山形県経済同友会 あかるい山形MVP賞（大場好弘・結城章夫で受賞）
プリンタブルエレクトロニクス展大賞受賞（山形大学） 団体
平成28年度山形県科学技術賞個人

2007年工学部長就任とともに 「研究世界No1教育日本Nolを目指す」
ビジョンを掲げ、教職員と共有し、組織改革・人事改革を行い、その後

も 、センター長・理事・副学長・東北創生研究所所長・本部長（知的財
産・産 学官連携推進・オープンイ）へ｀ーション推進）として 、 この12年間、国際的
研究教育拠点形成・外部資金のみによる独立採算経営体制•特色ある大
型産学連携体制・地域創生推進・国際連携マネヅメントをリ ー ドしてきた。

2. 代表的な実績l 有機材料システム 国際的研究教育拠点化（約500名体制最近10年で8

3. 独立採算経営

施設センター・合計約3万平方メ ートル開設（ 合計約200億）過去15以上
の大型（年約 1 億以上）研究教育プロジェクト（例：地域卓越戦略的結集
J ° JJク三弘（年約2億） (S評価）5年 一貫博士課程リーディンク,, 7 ゜ nク｀ ラム（年約1
億）(S評価）等）を実行し、特に若手・海外・女性研究者の活躍を支援
し、卓越人材の招聘へ「卓越研究教授規定」を整備し、 関係各位と協力
し、世界をリ ードする研究教育拠点化を達成し成果を創出してきた。

現在、国の主要政策プログラム（大型研究教育7プログラムCOI (2 事
業）/OI/OPERA/OI-OPERAJ地域 イノ ベ/EDGE-NEXT)の全てを実施し
ている唯一の大学となり「文部科学省の政策は山形大学の成果にかかっ
ており、地方大学のモデルである」と、高い評価と期待を得ている。i--------------------------------------------------------

基礎研究をもとに 、社会実装・事業化までのイ）へ｀ーションを推進し、独立
採算経営（ 文科省運営交付金ほぼなし年約10億有機エレクトnニクスイ）へ｀ーション
センター）を実現させ国から高く評価され ている。これにより山形大学が日
本の主要研究11大学(RU11)の1角を占めることができている(2016年
民間企業からの共同研究費11位（年8.6億円）平均伸び率1位）。

4 グローバル l 戦略的 国際マネジメントを構築し、 日独クラスター間国際共同開発
（双方約15 企業機関）では、ドイツ ・ メルケル首相に直接アピー ルでき
る日独を代表する活発なクラスター間連携に約10年で 成長させてきた。----------t—-------------------------------------------------------------5. 地方創生 山形地域のニ ー ズをとらえ、文科省coc事業coc+ 事業を推進し、米

沢市「学園都市」構想や飯豊電池バレー構想の中核とな るイノ ベー ショ
ンを先導し、ベンチャ ー 企業創出を近年10 社輩出支援してきた。人材招
聘でアントレプレナー育成を強力に推進できる体制構築をリ ー ドし、そ
の 成果の出始め方に地域と 国から非常に高い評価を得ている。
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大学の運営等に関する所信書

氏 名 大 場 好 弘

1 . はじめに

山形大学に着任して約33年間、 常に本学、 地域社会、 そして世界をより良く
したい、その決意と責任をもって奉職してまいりました。特に教授就任1年後

に生じた入試判定ミスでは、 本学存続の最大の危機を乗り越えるべく粉骨砕
身いたしました。 その過程において、 本学の社会的責務の大きさを改めて認

識するとともに、 それ以来自らが本学を牽引してより良い大学としていくと

の意思を強固にいたしました。 今後、 東北地方の18歳人口激減、 運営交付金

の毎年1%減少、国際的な大学間競争など、本学を取り巻く環境が厳しさを増
すことが見通されます。 こうした難局を乗り越えるだけでなく、 本学が更な

る発展を遂げられるよう、 最大限の努力をしてまいる所存です。

2. 基本方針

改革を加速して魅力ある大学とするため、本学の3つの使命 ■ 5つの理念や、

従来方針を継承するだけでなく、地域のグロー バル大学になることを目指す
「山形大学ビジョン 2030」を策定します。本ビジョンでは、10年後に 「世界

Top200、 アジアToplOO、 日本Top30」に入ることを指標とします。この実現

のための戦略 ・ 戦術 ·KPIについては、 若手も参画した分野・キャンパス横

断の教職員プロジェクトチ ー ムを新設して、 2020年末までに策定いたしま

す。 この過程で、 各教職員が、 各分野での独自性を保ちつつも、 全学的なア

イデンテイティと誇り、 そして危機感を共有して、 全教職員に当事者意識を
醸成いたします。なお、 本ビジョンの策定 ・ 実行は、 「国立大学ガバナンス ・

コ ー ド骨子」と「第4期中期目標期間における国立大学法人の教育 ・ 研究に
関する客観的指標等の在り方」をもとに行い、SDGsの趣旨も参考に「誰一人
取り残さない」ことを基本方針といたします。

3. 施策

(1)教育
人工知能・デー タサイエンス ・ アントレプレナ ー シップに関する教育を全学

基盤教育として導入し、 産学協働インタ ーンシップも充実させます。 また、
英語力向上 ・ 多文化理解増進を図る施策も実施します（留学生率及び海外留

学率向上）。これにより人間カ ・ 実践力を有し、社会・海外での経験を備えた
人材を育成します。 高度な課題を解決できるようにするための大学院進学率



向上、 将来の学生減少へ向けた社会人リカレント教育充実にも注力します。

加えて、学生一 人一 人と綿密なコミュニケ ーションを取り、学生の心の不安・

経済的困難に寄り添います。

(2) 研究

全ての分野において、優秀な若手・女性・海外教員を招聘し、集中的に支援

を行うことでTOP1 %·1 O %論文を増加させます。 さらに産学協働・学内

横断・異分野融合でYU-COEを更に発展させ、特定の研究分野で世界Nol とす

べく推進します。 また、 産学共同研究を加速させ、 大学発ベンチャ ー設立を

通じた、 研究シー ズの社会実装を推進します。

(3) 地域創生

4キャンパスを地方創生の中核と位置付け、 近隣自治体と運携して、 学生と
地域人材に対するアントレプレナ ー シップ教育と、 研究シー ズを活用したベ

ンチャ ー企業育成支援を推進します。 また、 地域から非常に期待の高い山形

大学医学部東日本重粒子センタ ーを円滑に運用し、東日本の拠点機関となる

ことで大学のブランドカ向上と財務力を向上させます。

(4) 人材

多様な価値観に対応するため、 優秀な若手・女性・外国人教職員を招聘・採

用・支援し、 ダイバー シティを積極的に推進します。 ゼロベー スの徹底した

効率化・メリハリある役割分担など教職員の働き方を見直します。 経営改革

や危機管理対応へ民間企業の経営幹部を迎え、大学運営に民間の手法を取り

入れます。 加えて、 教職員全体のモチベーション向上のため、 経営幹部・中

間管理職の評価とリー ダーシップ研修・教育を徹底して行います。

(5) 財務
今後10年で運営交付金がたとえ20%減少しても、安定した経営を実現できる

基盤構築を目指します。 オー プンイノベーション推進本部の取組を全学的に

進めて、外部資金導入金額を2030年には現在の5倍にします。工学系での独立

採算経営の取組実績をモデルに、 戦略的マネジメント人材を充てて重粒子セ

ンタ ーの独立採算経営を実現します。 社会人リカレント教育関連で新たな収

益源を育成し、 収入源の多様化を図ります。

以上、 「 山形大学ビジョン2030」のビジョンを教職員とともに策定・共有し、

山形地域の歴史・文化・特色を生かしながら、 その実行と実現にむけて、 山

形大学長として強いリー ダーシップを発揮して、 山形大学全体の改革を推進

していきます。




